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第8回衛生工学シンポジウム
2000.11 北海道大学学術交流会館

5-1 
膜利用浄水システムの運軽条件

O 吉 JII慎一(自立 707ント建設) 北沢照昏(自立γぅント建設)

山田秀治(自立フマント建設) 大熊那夫紀{日立γラント建設)

1. はじめに

膜を利用する浄水システムは，簡易水道から浄水量が千 m3/d以上の中規模施設まで，

全国で 185ケ所が稼動している。これら膜利用型浄水システムでは数十分か

ら数日に 1回定期的に物理洗滞を行い，膜表面に付着した持染物質を

剥離・除去する。この物理洗掃による定期的な膜汚染物質の除去が，

膜モジュールの安定選転及び薬液洗浄頻度の低減に大きく寄与する。

膜利用静水システムの物理洗滞方法には処理水を膜透過とは逆方向

に透過する逆圧洗静，及び洗浄舟空気で膜糸を揺らすエアスクラピン

グ洗浄の 2種の方法が一般的である。

今回，エアスクラピングによる物理洗浄の安定運転に対する効果が

大きいことを確認し，また 1時間に 1回のエアスクラピング洗滞を行

うことで，約 2.3年間無薬洗での運能実績を得られたため報告する。

2. エアスクラビング洗滞効果の確認

(1)実験方法

逆圧洗浄，及びエアスクラピング洗浄の 2種の物理洗滞効果を比較

するため，河川表流水を原水とするパイロットプラントで 2Runの実

験を行った。連転条件を表 1に，物理洗帯条件を表 2に示す。

運転方法は Runl，武un2

とも膜モジュールに供給

した原水の全てを一定流

でろ過する定流量デッ

ドエンドろ過とした。 Flux

は 1.8m3/m2・dとした。本

方法は供給水の一部を循

環するクロスフ口一ろ過

と比較して，循環ラインが

不要で装置構成が単純に

なる，循環水のためのポン

プ動力が不要でランニン

グコストが小さくなるな

どの利点がある。物理洗浄

条件は Run1は逆庇洗滞頻

度，エアスクラピング洗静

頻度とも 1 図 130分とし，

Run2 は逆庄洗浄頻度が

表1洗浄効果確認実験運転条件

使用膜モジュール
ポリアクリロニトリル製
外圧式限外ろ過槙

溜転方法 定流量デッドエンドろ過

Flux 1.8m3/m2'd 

表2洗浄効果擁認実験物理洗浄条件

Runl Run2 

頻度 1回/30分

逆圧洗浄 Flux 2.7m3/m2・d

時間 30秒

頼度 1回/ 3自/日

ヱアスクラピ
空気流量 20ν分

ンゲ洗浄
時間 25秒
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1囲 130分，エアスクラピング洗浄顔度は 3回/臼とした。エアスクラ

ピング洗浄は逆圧洗揮に引き続き行った。逆圧洗浄時の Flux は

2.7m3/m2-d，洗諦時間は 30秒間とし，エアスクラピング洗浄の洗海

空気流量は 20LI分，洗滞時開は 25秒とした。逆圧洗浄水には次亜塩

素酸ナトリウムを 3mg/L添加した。物理洗滞後は膜モジュール内の

洗浄水を排水した。

(2)結果と考察

膜間差 EE，原水濁度の経時

変化を国 1 に示す。実験期

間中，降雨により原水濁度

が Runlでは約 200度， Run2

では約 70 度まで上昇した。

この時エアスクラピング頻

度の高い武ulでは差庄上昇

がほとんどなく，物理洗浄

の効果が非常に高い。 Run2

ではエアスクラゼング洗持

直後は蓋伍が減少している

が逆圧洗揮のみの期間は差

庄上'昇が大きく，安定運転

が fすえていない。

これは，エアスクラピング

洗浄が，剥離した汚染物を

モジュール内に分散させて

排出するのに対し，逆庄洗

滞だけでは汚染物が膜近傍

に存在し排水時に再付着し

やすいためであると思われ

る。従って，逆庄洗滞にエ

アスクラピング洗掃を組み

合わせた物理洗掃が透水性

能の回復には非常に効果的

である。

3. 無薬洗長期連続蓮転状況

A静水場にて稼動中の膜利

用静水システムの装置仕様

を表 3に，概略フ口ーを閤 2

に示す。膜甑積 12ぱの膜モ

ジュールを 3本ずつ 2系列

に配置し Flux は

O.64m3/m2・d で運転した。

擦水を呂開き 2mmのスクリ
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図1膜関差庄，原水濁度経時変化

表3膜利用浄水システム装置仕様

計画浄水量 45m3/d 

臨仕様 外EE中空糸限外ろ過膜

分間分子量 10万

膜材質 ポリアクリロニトリル

運転方法 定流量ヂッドエンドろ過

膜酪積
72m2 

(12m2 x 6モジュール)
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ーンに通す以外，前処理は特に行っていない。物理洗滞は 1時間に

回，次1l1!塩素駿ナトリウムを含む処理水での逆圧洗持とエアスクラピ

ング洗浄を行っている。逆圧洗滞時の F1 u xは 1.3 m3/m2・d，洗静時

間は 30秒間であり，エアスクラゼング洗静時の 1モジュールあたり

の空気流量は 20L/min，洗静時間は 25秒である。配水池の水位変動

による ON-OFF運転を行い，稼働率は 50"""70%であった。運較圧力，

原水及び処理水濁度， 7k温，処理水流量などの運転データは遺漏デー

タ監視システムにより，竜話回線を遇してパソコンで収集し，監視

集計している。
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関2膜利用浄水システム概略フロー

5 

処理水濁度，原水濁度の経時変化を図 3に，運較圧力及び水温の経

時変化を図 4に示す。処理水濁度は常時 O.01度以下であり，高い濁

質除去性能を安定して保持できることが分かった。

原水濁度は理常 5度程度であるが降雨時及び夏季の藻類発生特には

一時的に 100度程度まで上昇した。その間も運転条件の変更や装置の

停止をすることなく，通常溜り運転を継続でき，高濁度時においても

安定運訟が出来ることを確認した。

運転圧力は水温変化の影響で多少上下しているが，運転開始から

2. 3年間以上薬液洗浄を行わずに安定して運転でき，現在も順調に稼

動中である。今後も同様に整圧が上昇した場合，運転圧力が薬液洗滞

のよ必要な優に達するのはさらに1. 3年後であり，運転開始から 3.

年開は薬液洗浄の必要がなく安定して運転できると予想される。

-201-



一
山
地AE

 

原水濁度
o 
ba 

100 

10 

0.1 

0.01 

門
組
〕
組
関

600 200 100 

0.001 

O 900 800 700 400 500 
運転時間[d]

図3処理水濁度・原水溜度経時変化

300 

25 

15 c3 
蝿
10長

5 

20 ，.............._.....‘.. .. .. -...・，-
運転圧力 ・

..;掘誠議細血--

100 

80 
問

主60
4ミ

最40
割
20 

o 
900 700 600 400 500 

運転時間同

o 
o 800 300 200 100 

エアス

ン

鴎4運転圧力・水温経時変化

4. まとめ

膜を利用した静水システムの物穂洗滞方法について検討し，

ラピング洗掃の効果が大きいことを確認した。また，実稼動ブラ

2.3年間無薬洗で安定運絃中である。

-202-

ク

トでは


